
医学部保健学科アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、医学部保健学科では国内外の研究・実践・教育の

場で、専門性と語学力を基盤としたリーダーシップを発揮し、専門領域の確固たる資格と自信を持ち、

人に対して温かい目を持つ医療人を育成するために、以下のような資質を有する学生を受け入れます。 

（１）高等学校等で履修する各種の学習内容を幅広く理解している人 

（２）医療専門職として必要な自然科学の基礎的知識・理解と論理的思考力を持つ人 

（３）基礎的語学力を有し、国際的な視野を持つ人 

（４）保健・医療への関心を有し、課題を解決する意欲と能力を持っている人 

（５）基本的コミュニケーション力を有し、リーダーシップを発揮する素質を有する人 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記のような人材を受け入れ、また多様な学生を確保するため、国内の学生においては一般選抜と

学校推薦型選抜による入試を行います。また、学生の学習環境としてグローバルな多様性を確保する

ため、帰国生徒特別入試、私費外国人留学生特別入試を行います。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

１．一般選抜では、特に（１）～（３）を重視した評価を行います。すなわち、（１）に対して大学入

学共通テストにて国語、地理歴史・公民、理科、数学、外国語、情報を課す一方で、個別テスト

では理科、数学、外国語の記述式問題により（２）、（３）に関する能力を評価します。 

２．学校推薦型選抜では、特に（４）、（５）を重視した評価を行います。すなわち、（１）～（３）に

対して大学入学共通テストにて国語、地理歴史・公民、理科、数学、外国語、情報を課すことに

より学力を担保し、調査書等の出願者が提出する資料等と面接試験により、（４）、（５）に対する

能力と資質を重視した配点を採用します。 


